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【概要】広波長域にて偏光無依存で、1 ps以下の超高速応答を持つことが期待される 2光子吸収型全光スイッ
チの実現に向けて、これまでに InPの 2光子吸収係数 βの波長依存性や偏光依存性、3次の非線形感受率テ
ンソル χ(3)の測定結果を報告してきた [1 – 7]。任意の偏光状態に対する βは、χ(3)を用いて表すことができ
る [8]が、この χ(3) を求めるために、これまで 1光束系と 2光束系を組み合わせた測定 [3]や、1光束系の
みで直線偏光と円偏光を組み合わせた測定 [7]を行なってきた。しかし、2光束系での測定は、2光の空間
的な重なりの評価に不明確性が残ってしまい、また直線偏光と円偏光による 1光束系測定は、光学系の切
り換えによる調整が必要などの欠点があった。そこで今回は、楕円偏光の偏光状態を連続的に変えることに
より、1光束系のみで迅速かつ正確に χ(3) を求める方法を検討した。
【実験】測定は、InP(001)基板の (001)面を使用した。この試料に波長可変フェムト秒レーザ光 (波長:1640,
1700, 1800 nm,パルス幅:195 fs)を、対物レンズ ( f = 10 mm)にて約 5 µmφに集光し垂直に入射した。偏光
状態は、λ/4位相板を回転することにより、直線偏光、楕円偏光、円偏光と偏光状態を制御した。λ/4位相板
の光軸と [110]方向とのなす角 θを 0◦ – 180◦ の範囲で変化させ、βを測定した。測定は、波長 1640, 1700,
1800 nmの各波長で行い、入射光強度 Pinを NDフィルタにより変化させ、透過光強度 Poutを測定した。得
られた吸収量変化から、空間的、時間的な光強度分布を考慮し、βを算出した。βの偏光状態依存性の結果
を、InPの結晶構造の対称性を考慮して、3つの独立な χ(3)の成分で表した式 [8]にてフィッティングするこ
とにより、χ(3) の虚部の各成分を求めた。
【結果】Fig. 1に、2光子吸収係数 βの偏光依存性の測定結果を示す。βの楕円偏光状態依存性は、過去に
2光束系を用いて測定された χ(3) から前述の式を用いて算出した計算値 (破線)に概ね一致しているが、χ(3)

を最適化することにより、今回測定された βの偏光依存性をよくフィッティングできた。今回のフィッティ
ングから算出した χ(3)の虚部と異方性パラメータ σを、過去に 2光束系を用いて見積もった値と共に Fig. 2
に示す。今回得られた χ(3)の値は、過去の値と概ね一致した。以上の結果から、今回得られた χ(3)の正当性
と、楕円偏光入射による 1光束系の有用性が示されたといえる。

Fig. 1: Elliptical polarization dependence of β

in InP(001).
Fig. 2: Estimated Im{χ(3)} and anisotropic parameter σ.
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